
主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 年 度 実 施 分 ）
事業区分 重点

事業名 乳幼児里親リクルート事業 基 本 計 画

所管課
こども未来局こども総合相談セン
ターこども支援課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か
施策コード

1-7-1

開始年度 平成28年度

根拠法令 児童福祉法

施
策
成
果
指
標

○里親委託率
　　　　（第4次福岡市子ども総合計画，
　　　　　　　　　Ｒ元年度末　　40％）

乳幼児期は，特定の養育者との愛着関係を形成する重
要な時期であるため，一時保護であっても家庭で暮らす
ことができなくなった乳幼児には，実家庭に代わる里親
家庭を保障すべきであるが，担い手である養育里親が
不足している。

分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策 子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

行政計画 第4次福岡市子ども総合計画 事業群 子どもの権利を尊重する社会づくり

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか
社会的養護を必要とする子どもに関心がある，または支援
をしたいという思いのある市民に，里親としての活動をして
もらえるよう，情報提供ならびに育成をし，福岡市の登録里
親になってもらう。

前年度決算額・翌年度予算額

年度 H30 R2

歳出合計 24,500

事業費（千円）
市民
（社会的養護を必要とする子どもの支援に関心のある市民）

前年度に引き続き，フォスタリング（里親養育包括支援）業務を専門とする
NPO法人に以下の業務を委託し，実施した。
①新規里親のリクルート活動
　　ポスティングによるチラシの配布，商業施設等でのイベントやガイダンス
の開催など様々な広報活動により多くの市民に必要な情報発信を行った。
②相談・面接・調査・育成
　　関心のある市民に里親制度の理解を深めるグループワークによる研修
を実施し，里親登録への支援を行った。
③委託後支援，委託解除後支援
　　こども総合相談センターとの連携により，委託に向けての支援，委託中
の里子養育支援を行うとともに，委託解除後に養育の振り返りを行った。

令和元年度決算額（見込額）

歳出合計 25,157

歳
入

特定財源 19,784

32,605

歳
入

特定財源 9,360 25,141

一般財源 15,140 7,464

一般財源 5,373

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ
（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか） （その結果，市としてどうなるのか）

社会的養護を必要とする乳幼児を養育でき
る里親の必要性等について，様々な広報媒
体による啓発・情報発信を行う。

乳幼児を受託する里親に関心のある市民
がNPOにアクセスする。
　　　　　　↓
里親制度に関する学びを深める。
　　　　　　↓
NPOの支援で，里親になるためのトレーニ
ングを受け，必要な調査に応じる。

里親登録への手続きを進め，福岡市の登
録里親になる。
　　　　　↓
社会的養護が必要な乳幼児が委託される。

福岡市の社会的養護を必要とする乳幼児
に，里親家庭での養育を保障することがで
きるようになり，子どもの心身の健全な成長
発達を保障することができる。

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標 成

果
の
指
標

（
K
P
I

）

指標の内容
実績 目標

年度 H30年度 R1年度 R2年度 最終年度 年度 H30年度 R1年度 R2年度 最終年度
12

12
R　年度

実績 238 233
-

実績 15 13
-

達成率 158.7% 108.3%

乳幼児の養育里親に関す
る市民からNPOへの問い合
わせ件数

目標 150 200

200
R　年度

新規登録養育里親数

目標 10

116.5% 達成率 150.0%

問い合わせがあった世帯の
内，ガイダンス訪問を実施
する件数

目標 30 40

40
R　年度

実績 42 49
-

達成率 140.0% 122.5% 達成率

R　年度
実績
目標



主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 年 度 実 施 分 ）
事業区分 重点

事業名 病児・病後児デイケア事業 基 本 計 画

所管課
こども発達支援課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か
施策コード

1-7-2

開始年度 平成４年度

根拠法令 児童福祉法

施
策
成
果
指
標

○子育て環境満足度
　（令和4年度：70％）保護者が就労している場合等において，子どもが病気

の際に自宅での保育が困難な場合がある。
こうした保育需要に対応するため，病院・保育所等にお
いて病気の児童を一時的に保育することで，安心して
子育てができる環境を整備することを目的に事業を開
始。

分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策 子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

行政計画 福岡市子ども総合計画 事業群 安心して生み育てられる環境づくり

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか
保護者の子育てと仕事の両立が図られるとともに，乳幼
児・児童が病気やその回復期に適切な看護を受けることが
できる。

前年度決算額・翌年度予算額

年度 H30 R2

歳出合計 420,018

事業費（千円）
0歳～小学校６年生までの乳幼児・児童とその保護者 保育所等に通っている児童が病気やその回復期にあって，保護者が勤務

の都合等により家庭での看護が困難な場合に，病児デイケアルームにお
いて一時保育を実施。
・市政だよりやチラシの配布（保育園・幼稚園等）による市民への広報

令和元年度決算額（見込額）

歳出合計 422,837

歳
入

特定財源 297,375

442,628

歳
入

特定財源 280,669 294,160

一般財源 139,349 148,468

一般財源 125,462

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ
（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか） （その結果，市としてどうなるのか）

・保護者が勤務の都合等により家庭での看
護が困難な場合に安全かつ安心できる環
境のもと病気やその回復期にある乳幼児・
児童の預かりを行う。
・利用数の増加に対し，施設整備を行う。

・保育所等で預かることができない病気や
その回復期にある乳幼児・児童を預かるこ
とができる。
・利用者数の増加に対応

・保護者等は病児保育施設に児童を預け
ることで，安心して就労等に専念できる。
・児童は，病気や回復期に適切な看護を受
けることができる。

・安心して子育てができる環境がつくられ
る。

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標 成

果
の
指
標

（
K
P
I

）

指標の内容
実績 目標

年度 H30年度 R元年度 R2年度 最終年度 年度 H30年度 R元年度 R2年度 最終年度

実績

病児保育実施施設数

目標 21 21

22
R6年度

子育て環境満足度

目標 － －

-
R4年度

実績 21 21
24

実績 72.0 71.6
75.0

達成率 100.0% 100.0% 達成率 － －
目標 R　年度
実績

達成率 達成率

目標 R4年度



主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 年 度 実 施 分 ）
事業区分 重点

事業名 産後サポート事業 基 本 計 画

所管課
こども未来局こども部こども発達
支援課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か
施策コード

1-7-2

開始年度 平成28年度

根拠法令 なし

施
策
成
果
指
標

子育て環境満足度（令和4年度：70％）

　国の少子化対策として，切れ目ない妊娠・出産支援の強化
を図ることとされ，特に産前や産院を退院した直後の支援を
充実するため，平成26年度に産後ケア事業等がモデル事業
として創設。福岡市においても地域レベルで妊娠から子育て
期に至るまでの切れ目ない支援を行っていくことが重要であ
るため平成28年度に事業開始。

分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策 子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

行政計画 なし 事業群 安心して生み育てられる環境づくり

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか
産後も安心して子育てができる支援体制が確保されている
状態。

前年度決算額・翌年度予算額

年度 H30 R2

歳出合計 13,507

事業費（千円）
・産後ケア事業：市民（生後4か月未満の乳児と家族等から
産後の支援を十分に得られない母）
・産後ヘルパー派遣事業：市民（生後6か月未満の乳児と家
族等から産後の支援を十分に得られない家庭）

・産後ケア事業：実施事業者を公募したが応募がなかった。
　　市民への広報：区や医療機関よりチラシ配布，市政だよりの活用
　　R元年度は利用手続きを簡素化するとともに，助成割合を引き上げ，自
己負担の軽減を図った。
・産後ヘルパー派遣事業：市民への広報
　　市政だよりの活用などにより本事業を周知

令和元年度決算額（見込額）

歳出合計 23,908

歳
入

特定財源 5,502

18,647

歳
入

特定財源 5,501 7,026

一般財源 8,006 11,621

一般財源 18,406

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ
（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか） （その結果，市としてどうなるのか）

・産後支援を必要とする市民に向けた広
報，周知を行う

・産後支援を必要とする市民がケアを受け
ることができる

・母親やその家族が安心して育児に取り組
むことができる。
・子どもが健全に成長することができる。

安心して，出産・育児に取り組める環境が
つくられる。

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標 成

果
の
指
標

（
K
P
I

）

指標の内容
実績 目標

年度 H30年度 R元年度 R２年度 最終年度 年度 H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 最終年度

実績

産後ケア事業利用者数

目標 55 60

750
R　年度 4か月児健診においてアン

ケートに「育児に心配があ
る」と答えた母親の割合

目標 減少 減少

減少
R4年度

実績 248 499
-

実績 13.8% 14.2%
減少

達成率 450.9% 831.7% 達成率 - -

産後ヘルパー派遣事業利
用者数

目標 210 300

300
R　年度

実績 173 196
-

達成率 82.4% 65.3% 達成率

目標 R4年度



主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 年 度 実 施 分 ）
事業区分 重点

事業名 子育て世代包括支援センター 基 本 計 画

所管課
こども未来局こども部こども発達
支援課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か
施策コード

1-7-2

開始年度 平成29年度

根拠法令 なし

施
策
成
果
指
標

子育て環境満足度（令和4年度：70％）

ライフスタイルや経済社会の変化の中で，妊娠期から子育て
期まで切れ目ない支援を行うことが必要となっているため，
母子保健法の改正により，市区町村が子育て世代包括支援
センターを市区町村に設置することを努力義務とされたことを
機に，妊娠期から支援ができるような仕組みづくりを行うこと
とした。

分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策 子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

行政計画 なし 事業群 安心して生み育てられる環境づくり

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか
妊娠期から安心して過ごすことができ，出産・子育てに向け
た準備ができる状態。また，出産後も安心して育児ができ
る状態。

前年度決算額・翌年度予算額

年度 H30 R2

歳出合計 59,760

事業費（千円）
妊婦，乳幼児を持つ母親とその家族 　平成29年度に各区に設置した子育て世代包括支援センターにおいて，母

子健康手帳交付時にすべての妊婦に対して面談し，支援が必要な場合
は，関係課で連携して保健師の家庭訪問など適切な支援につなげている。

令和元年度決算額（見込額）

歳出合計 56,930

歳
入

特定財源 51,343

63,315

歳
入

特定財源 49,715 45,961

一般財源 10,045 17,354

一般財源 5,587

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ
（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか） （その結果，市としてどうなるのか）

・子育て世代包括支援センターを設置す
る。
・相談員の研修・意見交換等を実施する。

・妊娠期から子育て期まで，切れ目ない支
援が実施できる
・対象者に合わせたより良い支援を実施す
ることができる。

妊娠・出産・育児に困った時に相談できる
環境ができる。

安心して子どもを産み育てられる街になる

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標 成

果
の
指
標

（
K
P
I

）

指標の内容
実績 目標

年度 H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 最終年度 年度 H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 最終年度

実績 82.1%

子育て世代包括支援セン
ターの設置・維持

目標 7 7

7
R　年度 4か月児健診においてアン

ケートに「育児は楽しい」と
答えた母親の割合

目標 増加 増加

増加
R4年度

実績 7 7
-

実績 92.2% 92.7%
増加

達成率 100.0% 100.0% 達成率 - -

82.1%
増加

研修の実施

目標 1 1

1
R　年度

実績 1 1
-

達成率 100.0% 100.0% 達成率 - -

健やか親子アンケートで「育てにく
さを感じる」と答えた人のうち「育
てにくさを感じた時に相談先を
知っている」割合

目標 増加 増加

増加
R4年度



主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 年 度 実 施 分 ）
事業区分 重点

事業名 特別支援学校放課後等支援事業 基 本 計 画

所管課
こども未来局こども部こども発達
支援課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か
施策コード

1-7-3

開始年度 平成１８年度

根拠法令 特になし

施
策
成
果
指
標

○子育て環境満足度
　（令和4年度：７０％）
○地域での支え合いにより，子育て家庭や高
齢者が暮らしやすいまちだと感じる市民の割
合
　（令和4年度：６５％）

一般の学校に放課後の児童預かり先（留守家庭
こども会）があるのと同様に，特別支援学校の児
童・生徒にも放課後の預かり先がほしいとの強い
要望や議会請願があった。

2-3-1

分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策 子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

行政計画 特になし 事業群 地域における子育ての支援

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか
・児童・生徒に放課後等の活動の場を提供
・保護者に就労やレスパイト（一時的休息）の時間を提供

前年度決算額・翌年度予算額

年度 H30 R2

歳出合計 126,445

事業費（千円）
特別支援学校に通う児童・生徒とその保護者 ・放課後や土曜・長期休暇中、知的障がい特別支援学校(５箇所)、肢体不

自由特別支援学校(２箇所)、病弱特別支援学校（１箇所）で実施する。事業
内容については下記のとおり。
＜実施日時＞平日：学校終了後から午後６時３０分まで
　　　　　　　　　土曜・長期休暇中：午前８時から午後６時３０分まで
＜定員＞９名～１５名（知的障がい），１０名（肢体不自由）
＜料金＞平日500円（今津は620円）
　　　　　　午前または午後のみの利用500円（今津は620円）
　　　　　　午前に引き続き午後も利用1,000円（今津は1,240円）
＜送迎＞原則保護者。
今津特別支援学校においては、事業終了後の送りを実施。

令和元年度決算額（見込額）

歳出合計 130,928

歳
入

特定財源 57,972

134,369

歳
入

特定財源 39,228 96,410

一般財源 87,217 37,959

一般財源 72,956

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ
（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか） （その結果，市としてどうなるのか）

・安全かつ安心できる環境のもと児童・生
徒の預かりを行う。

・児童・生徒が放課後等の活動の場を得
る。
・保護者が、就労や休息の時間を得る。

・障がいのある児童・生徒及び、保護者の
自由に過ごせる時間が増える。

・障がい児の育成支援
・障がい児の保護者の子育てがしやすくな
る。

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標 成

果
の
指
標

（
K
P
I

）

指標の内容
実績 目標

年度 H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 最終年度 年度 H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 最終年度

実績 38.8

放課後等支援事業実施学
校数

目標 7 7

7
R　年度

子育て環境満足度

目標 － －

－
R4年度

実績 7 7
-

実績 72.0 71.6
70.0

達成率 100.0% 100.0% 達成率 － －

41.6
65.0

目標 R　年度
実績

達成率 達成率 77.6% 83.2%

地域での支え合いにより、子
育て家庭や高齢者が暮らしや
すいまちだと感じる市民の割
合

目標 50.0 50.0

50.0
R4年度



主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 年 度 実 施 分 ）
事業区分 重点

事業名 障がい児保育事業（公立・私立） 基 本 計 画

所管課
こども未来局子育て支援部運営
支援課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か
施策コード

1-7-2

開始年度 平成１４年度

根拠法令 なし

施
策
成
果
指
標

子育て環境満足度（Ｒ４年度までに
70％）子どもを取り巻く社会環境の変化に伴う保育ニー

ズの多様化や増大に伴い，より社会福祉的な観
点から，平成１４年度より全園での障がい児の受
け入れを開始。

分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策 子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

行政計画 なし 事業群 安心して生み育てられる環境づくり

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか

障がい児を受け入れる保育施設の環境を整え，障がい児
と健常児が日常的に交流する中で，障がい児の成長発達
を促進する。

前年度決算額・翌年度予算額

年度 H30 R2

歳出合計 455,757

事業費（千円）

公立保育所，私立保育園，私立認定こども園，地域型保育
事業所

①障がい児を入所させている公立保育所に対して加配保育士雇用費の措
置，私立保育園，認定こども園に対して加配保育士雇用費の助成を行う。
　（令和元年度実績）　計223施設で受け入れ（公立７ヶ所　私立保育園
194ヶ所，認定こども園5ヶ所，地域型保育事業所17ヶ所）
②障がい児保育に対する理解や認識の向上を図るため，全保育施設を対
象に研修を実施。
　（令和元年度実績）全体研修５回911人　区別研修15回547人　体験研修
59回59人
③障がい児が入所する保育所に対する巡回訪問（令和元年度実績）226回
④社会福祉事業団による訪問支援等の実施
（令和元年度実績）　訪問回数340回　支援人数733人　研修支援回61回
⑤障がい児保育の今後のあり方について，「福岡市こども・子育て審議会
障がい児保育検討専門委員会」の答申を受け，新制度の実施に向けて，
現行制度の見直しや受け皿について検討を行った。

令和元年度決算額（見込額）

歳出合計 522,681

歳
入

特定財源 3,431

514,630

歳
入

特定財源 1,896 12,805

一般財源 453,861 501,825

一般財源 519,250

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ

ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ
（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか） （その結果，市としてどうなるのか）

障がい児を受け入れている保育施設に対
し，保育士雇用費の助成，研修，巡回訪
問，福岡市社会福祉事業団による訪問支
援等を実施。

保育施設を利用する障がい児への個別の
支援が増え，障がいに対する理解が深ま
る。

障がい児を受け入れる環境整備が進む。 子どもが健やかに育ち安心して生み育てら
れる社会となり、福岡市の目指す、ユニ
バーサルデザインの理念に基づくまちづく
りに寄与する。

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標 成

果
の
指
標

（
K
P
I

）

指標の内容
実績 目標

年度 H30年度 R1年度 R2年度 最終年度 年度 H30年度 R1年度 R2年度 最終年度
70.0

70.0
R4年度

実績 270 292
340

実績 72.0 71.6
70.0

達成率 103.8% 102.3%

障がい児を受け入れた経
験のある施設数

目標 260 280

300
R4年度

子育て環境満足度

目標 70.0

104.3% 達成率 102.9%
目標 R　年度
実績

達成率 達成率

R　年度
実績
目標



主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 年 度 実 施 分 ）
事業区分 重点

事業名 留守家庭子ども会事業 基 本 計 画

所管課
こども未来局こども部放課後こど
も育成課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か
施策コード

1-7-3

開始年度 昭和41年度

根拠法令 児童福祉法，福岡市留守家庭こども会事業の実施に関する条例

施
策
成
果
指
標

子育て環境満足度
（R４年度目標：70％）元々はかぎっ子対策として教育委員会により昭和41年

度に事業開始。現在は児童福祉法に基づき，対象児
童に適切な遊びと生活の場を提供するための健全育
成事業として市内139小学校で実施しており，仕事と子
育ての両立支援にも寄与している。

分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策 子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

行政計画 第４次福岡市子ども総合計画 事業群 地域における子育ての支援

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか
・入会要件を満たす希望児童を，学校敷地内の安全な環境
下で受け入れる。
・児童の自主性，社会性及び創造性の向上と基本的な生
活習慣の確立を図る。

前年度決算額・翌年度予算額

年度 H30 R2

歳出合計 2,995,392

事業費（千円）
保護者が労働等のために昼間家庭にいない児童（小学生） ・留守家庭子ども会の運営にあたっては，市から主任支援員（嘱託員）を派

遣するとともに，保護者や校区関係者，学校からなる校区ごとの運営委員
会に委託し，地域住民も補助支援員として運営に協力するなど，地域ぐる
みで子どもを見守る体制となっている。
・利用児童数の増加等に対応するため，支援員等を増員した。また，狭あ
い化が見込まれる５校（プレハブ３校，教室２校）について，専用施設の整
備を行った。
・令和２年度からの会計年度任用職員制度移行に伴い，各留守家庭子ども
会の運営面での充実強化を図ることを目的として，子ども会の運営全体の
マネジメントを行う現場責任者として総括支援員を創設し，公募した。
・主任支援員等の資質向上に向けた研修を行うとともに，BPRによる事務
の効率化など運営の改善に向けた検討を行った。

令和元年度決算額（見込額）

歳出合計 3,116,628

歳
入

特定財源 2,394,027

4,322,601

歳
入

特定財源 2,252,543 2,548,905

一般財源 742,849 1,773,696

一般財源 722,601

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ
（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか） （その結果，市としてどうなるのか）

・利用児童数の増加に対し，施設整備等
（余裕教室の活用，専用施設の整備等）を
行う。
・必要な職員等を確保するとともに，研修等
により資質の向上を図る。
・巡回等により各留守家庭子ども会の運営
状況を確認するとともに，必要な指導や制
度改善の検討等を行う。

・児童の支援に必要なスペースが確保され
る。
・適切な人員により，より質の高い育成支
援が行われる。
・事業の趣旨を踏まえた，適切な運営が行
われる。

・保護者等は留守家庭子ども会に児童を預
けることで，安心して労働等に専念できる。
・児童は，家庭に変わる生活の場をえるこ
とができ，生活習慣等が身に付く。
・留守家庭子ども会の運営が円滑に行わ
れ，職員の負担が軽減される。

・安心して子育てができる。
・児童の健全育成が図られる。
・保護者や地域により，子どもを見守る環
境ができる。

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標 成

果
の
指
標

（
K
P
I

）

指標の内容
実績 目標

年度 H30年度 R1年度 R2年度 最終年度 年度 H30年度 R1年度 R2年度 最終年度
139

139
R　年度

実績 7 5
-

実績 138 139
-

達成率 140.0% 100.0%
施設の整備件数

目標 5 5

7
R　年度

全ての対象児童を受入して
いる施設数

目標 138

100.0% 達成率 100.0%
目標 R　年度
実績

達成率 達成率

R　年度
実績
目標



主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 年 度 実 施 分 ）

事業名 放課後等の遊び場づくり事業（わいわい広場） 基 本 計 画

所管課

開始年度 平成15年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

行政計画

なし 施策 自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成

施
策
成
果
指
標

第４次福岡市子ども総合計画 事業群 子ども・若者の健全育成の取組み

こども未来局こども部放課後こど
も育成課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か

施策コード
1-8-4

○子どもたちが，自由に遊べる場を増やす。また，外遊び
する時間や集団遊びする子どもを増やす。
○子どもたちの主体性，社会性，創造性，コミュニケーショ
ン能力が向上する。

小学校の児童 ●民間事業者，校区運営委員会等に運営業務を委託し，助言等を行う運営協議
会の設置や開催日の見守りに地域・保護者の協力を得て実施
　①開催日：平日の週3日間程度
　②場所：校庭（一部体育館，校舎内特別教室等）
　③実施校数：１３６校（令和元年度末現在）
　④参加児童数（延べ）：２７２,７００人（令和元年度３月末現在）
●事業の活性化を図るため，人材育成事業や普及・啓発活動を実施
（１）関係者（現場責任者・補助員・プレイワーカー）研修の実施
（２）学生プレイワーカー育成事業（令和元年度３月末現在）
　　登録学生数　５７人，実習・支援日数（延べ）１１２日間
（３）プレイワーク研修講座
　　講座5日間，修了者数　２８人,現場実習　 ２日間，のべ ４人参加
（４）わいわい広場の意義・遊びの効用の普及・啓発活動

地域の遊び場や体験学習の場への評価
（地域の小中学生はさまざまな遊びや体
験学習をする場や機会に恵まれていると
感じる，高校生以下の子をもつ保護者の
割合）
（Ｒ４年度目標値：65％）

○子どもの「遊び」には，人とのつきあい方がわかる，体力向上，思
いやり深く我慢強くなる，自分に自信がつき，好きになる，情緒不安
定の解消などの効用がある。
○しかしながら，現代の子どもを取り巻く環境は，３間（時間・空間・
仲間）がない状況であり，地域における自由に遊べる場所が少なく
なり，外遊びや集団遊びをする子どもが少なくなっている。
○この様な遊びの衰退が，体力低下，キレやすい子や無気力な子
などの増加につながっているとも言われていることから，自由に安
心して大勢の仲間たちで遊ぶことができる場が求められている。

年度 H30 R2

歳出合計 475,439

歳
入

特定財源 98,957 147,349

一般財源

334,686

根拠法令

235,729 328,090

前年度決算額・翌年度予算額

（その結果，市としてどうなるのか）
・地域での遊び場に関する市民の満足度（評
価）が高まる。
・子どもたちの主体性，社会性，創造性が向
上する。
・子どもたちのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力が向上する。
・子どもたちの体力や運動能力が向上する。
・地域で，子どもを見守り育む機運が高まる。

事業費（千円）

一般財源 289,928

令和元度決算額（見込額）

歳出合計 400,682

歳
入

特定財源 110,754

・現場責任者，補助員，ﾌﾟﾚｲﾜｰｶｰ（以下「PW」という。）に研
修を実施する。
・プレイワーク研修講座及び学生PW育成事業を実施し，事
業に関わる人材を育成する。
・未実施校の学校・地域・保護者等に，開設の必要性を説
明する。
・実施校の学校・地域・保護者等に，わいわい広場の意義
や遊びの効用について普及啓発を行う。
・関係団体説明，市HP，お試しわいわい広場など，あらゆ
る機会を捉えて，わいわい広場の意義や遊びの効用につ
いて普及・啓発を行う。

・研修やPW育成講座等により，現場責任者・市
民・学生等が，遊びの必要性，子どもへの適切
な関わり方，自発的な遊びについて理解する。
・未実施校の学校・地域等への説明により，わ
いわい広場開設に向けた協議が行われる。
・実施校の保護者等への普及・啓発などによ
り，登録者数や参加者数が増えるとともに，見
守りサポーターが増える。

・学校・地域等が開設を承諾し，運営事業
者の公募・選定を経て，わいわい広場が新
規開設される。
・子どもたちが外で遊ぶようになり，遊ぶ時
間や遊ぶ人数が増える。
・異学年交流や，主体的な遊びが増える。
・わいわい広場や運営協議会などを介し
て，学校・地域・保護者等のネットワークが
形成される。

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標 成

果
の
指
標

（
K
P
I

）

わいわい広場の参加者数

目標 - -

-
わいわい広場の登録者数

-
実績
達成率

目標 R　年度
実績
達成率

（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか）

重点事業区分

- - 達成率 - -

137

144

増加317,590 272,700
-

R　年度 参加前と比較して，遊びの効用に
よる良い変化があったと回答した
保護者の割合（３年毎に調査予
定）

目標 - -

-実績 90.8% -

指標の内容

R　年度

18,338 18,751 実績 126 136
- - 達成率 100.8% 99.3%

144

R2年度 最終年度
-

増加
わいわい広場の
 開設 実施校数

R　年度

-

目標 125

目標
年度 H30年度 R元年度 R2年度 最終年度 年度 Ｈ30年度 R元年度

実績



主

再

【事業概要】

【ロジックモデル・指標の達成度】

事 務 事 業 マ ネ ジ メ ン ト シ ー ト （ 令 和 元 度 実 施 分 ）
事業区分 重点

事業名 ミニふくおか 基 本 計 画

所管課
こども未来局こども部放課後こど
も育成課

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か
施策コード

1-8-4

開始年度 平成24年度

根拠法令 なし

施
策
成
果
指
標

○地域の遊び場や体験学習の場への評価
（地域の小中学生はさまざまな遊びや体験
学習をする場や機会に恵まれていると感じ
る，高校生以下の子をもつ保護者の割合）
（Ｒ４年度目標：６５％）

○様々な体験を通して，自己を形成していく機会が少なく
なってきている。
○コミュニケーション能力や自立心，主体性，協調性などが
低下している。
○子どもたちを社会全体で育む意識が希薄になっている。

分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策 自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成

行政計画 第４次福岡市子ども総合計画 事業群 子ども・若者の健全育成の取組み

対
象

誰（何）を対象として行うのか

実
施
内
容

（
手
段

）

令和元年度，目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

事
業
目
的

対象をどのような状態にしたいのか

事業費（千円）
小学校３年生～大学生 ○実行委員会形式で企画・運営を行う

○子ども実行委員会を設置し，９回のワークショップの中で，まちの仕組み
やルール，当日の仕事の内容，参加する子どもの役割を決定
○高校生サポーターが専門家に弟子入りし，まちの総合的な計画づくりや
子どもたちのサポートを実施
○会場内は，子どもたちを中心に運営
○企業・団体から，協賛金・物資・人材の提供を受けて実施

○新しい会場で，受け入れ人数の増加，まちの機能の充実を図る
【開催概要】
●開催日：R元年8月20日（火）～22日（木）11～16時
●会場：福岡市総合体育館
●参加者数：1,504人（開催3日間）　　●協賛企業・団体数：55社・団体

令和元年度決算額（見込額）

歳出合計 19,800

歳
入

特定財源 0

子どもがつくるまち「ミニふくおか」を通して，小・中学生及
び高校生等を対象に，子どもの主体性と協働性，コミュニ
ケーション力を育み，福岡市の未来を創造的に切り拓く人
材を育成する。

前年度決算額・翌年度予算額

年度 Ｈ30 Ｒ2

歳出合計 14,577 19,900

歳
入

一般財源 19,800

事
業
フ
ロ
ー

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ ③中間ｱｳﾄｶﾑ ④最終ｱｳﾄｶﾑ
（どんな活動を行うのか） （活動の結果，どうなるのか） （その結果，対象はどうなるのか）

特定財源 0 0

一般財源 14,577 19,900

（その結果，市としてどうなるのか）
・子ども実行委員を募集する。
・高校生サポーターを募集する。
・当日の参加者を募集する。
・企業等にミニふくおかの趣旨や意義を伝え，
協賛の協力依頼を行う。

・子ども実行委員，高校生サポーター，参加者を決定する。
・ミニふくおかの趣旨や意義を理解した企業等が協力してく
れる。
・専門家に弟子入りした高校生サポーターがまちの総合的
な計画をつくる。
・子ども実行委員会を開催し，高校生サポーターや企業等
の支援を得ながら，子ども実行委員が事業実施に向けた企
画・準備を行う。
・ミニふくおかを開催し，高校生サポーターや企業等の支援
を得ながら，子どもたちが仕事や社会の仕組みを体験す
る。

・子どもたちが，ｻﾎﾟｰﾀｰや企業等の支援を得ながら
ミニふくおかが実施されていることを知る。
・高校生サポーターの企画力，想像力，マネジメント
力が向上する。
・子どもたちが，まちの仕組みや仕事の成り立ち（目
的や役割等）を知る。
・子どもたちが自ら考え，主体的に発言し，動けるよ
うになる。
・子どもたちのコミュニケーション能力が高まる。

・子どもたちが，自分の個性や強みを生かした
将来について考えるようになる。
・子どもたちの主体性・創造性が生まれる。
・福岡市の未来を創造的に切り拓く人材が育成
される。
・社会全体で子どもを育む機運が高まる。

活
動
の
指
標

指標の内容
実績 目標

最終年度

協賛・協力企業・団体の件数

目標 - -

増加

成
果
の
指
標

（
K
P
I

）

指標の内容
実績 目標

年度 H30年度 R元年度 R2年度 最終年度
R　年度

実績 48 55
達成率

R　年度 《参加者》
まちの仕組みや仕事の成り立ち
を理解したという参加者等の割合

目標 100.0 100.0

100.0

年度 H30年度 R元年度 R2年度

- - 達成率 95.9% 95.9%
-

実績 95.9 95.9
-

-
達成率 113.4% 100.3%

実績 94.0 97.6
-

R　年度
100.0

達成率 94.0% 100.0%

《子ども実行委員》
主体的に発言したり，活動ができ
るようになったという子ども委員
の割合

目標 100.0 100.0
ミニふくおか当日の参加者数

目標 1,500 1,500

増加
R　年度

実績 1,701 1,504


